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社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決し

たりする活動を通して、グローバル化する国際社会に主体

的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要

な公民としての資質・能力の基礎を次のとおり育成するこ

とを目指す。

小学校社会科の目標

小学校学習指導要領（平成29年告示）p46



「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について」より

育成すべき資質・能力の三つの柱



小学校社会科

(1)知識及び技能

(2)思考力、判断力、表現力等

(3)学びに向かう力、人間性等

小学校社会科とは

公民としての資質・能力の基礎を育成する教科

「公民としての資質・能力の基礎」は、
「知識及び技能」、「思考力、判断力、表
現力等」、「学びに向かう力、人間性
等」の三つの柱に沿って整理した小学
校社会科の目標(1)から(3)までに示
す資質・能力の全てが結び付いて育ま
れるものであると考えられる。

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説社会編 p21より



(1)知識及び技能

何ができるようになるか

地域や我が国の国土の地理的環境、現代社会の仕組みや働き、地域や
我が国の歴史や伝統と文化を通して社会生活について理解するととも
に、様々な資料や調査活動を通して情報を適切に調べまとめる技能を
身に付けるようにする。
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(2)思考力、判断力、表現力等

何ができるようになるか

社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、社会に見
られる課題を把握して、その解決に向けて社会への関わり方を選択・
判断したりする力、考えたことや選択・判断したことを適切に表現す
る力を養う。
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(3)学びに向かう力、人間性等

何ができるようになるか

社会的事象について、よりよい社会を考え主体的に問題解決しようと
する態度を養うとともに、多角的な思考や理解を通して、地域社会に
対する誇りと愛情、地域社会の一員としての自覚、我が国の国土と歴
史に対する愛情、我が国の将来を担う国民としての自覚、世界の国々
の人々と共に生きていくことの大切さについての自覚などを養う。
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令和７年度小学校及び中学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会 配付資料より

小学校社会科の授業



小学校学習指導要領の構造について

令和７年度小学校及び中学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会 配付資料より



第３学年の（１）「身近な地域や市区町村の様子」を例に

令和７年度小学校及び中学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会 配付資料より



第３学年の（１）「身近な地域や市区町村の様子」を例に

令和７年度小学校及び中学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会 配付資料より



第３学年の（１）「身近な地域や市区町村の様子」を例に

令和７年度小学校及び中学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会 配付資料より



問題解決的な学習とは

問題解決的な学習の充実

単元などにおける学習問題を設定し、その問題の解決に向けて諸資料
や調査活動などで調べ、社会的事象の特色や相互の関連、意味を考え
たり、社会への関わり方を選択・判断したりして表現し、社会生活に
ついて理解したり、社会への関心を高めたりする学習などを指してい
る。
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単元で考える社会科

令和７年度小学校及び中学校各教科等担当指導主事連絡・研究協議会 配付資料より



・身近な地域の教材の活用

（参考）奈良県教育委員会作成 ｢郷土学習の手引｣

https://www.pref.nara.jp/49481.htm

・新聞や公的機関が発行する資料の活用

・博物館や資料館、図書館の活用

・関係諸機関の教育プログラムの活用

（参考）・奈良地方裁判所、奈良地方検察庁、奈良弁護士会の法教育プログラム

・財務省の財政教育プログラム

等

授業改善に向けた工夫の一例


